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ＴＡＮＣ（タンク）の適用対象を拡大 

― 発電機の騒音低減にＴＡＮＣを利用 ― 

戸田建設㈱（社長：井上舜三）は、掘削重機の騒音低減対策として使用している自社開発のア

クティブ騒音制御システム「ＴＡＮＣ（タンク）」に改良を加え、発電機に適用する「発電機ＴＡ

ＮＣ（タンク）」を開発しました。既に実際の工事現場で使用しており、５０Ｈｚで２４ｄＢの騒

音低減効果が確認されました。今後は建設現場で発生する騒音の低減対策手段の一つとして、全

国の建設現場で積極的に展開する予定です。

※ＴＡＮＣ（タンク）：戸田式アクティブ・ノイズ・コントロールの略

１．開発の背景と課題 

環境省から報告された「平成２２年度騒音規制法施工状況調査」によれば、平成２２年度に発

生した騒音に関わる苦情件数は１５,８４９件で、そのうちの３０％（４，７５５件）が建設作業

に起因するものです。近年は騒音苦情件数にやや減少傾向がみられたものの、１０年前（総苦情

件数１４,０６６件、建設作業に起因する苦情件数３，４２３件（全体の２４．３％））と比較し

て建設作業騒音の苦情件数および騒音苦情全体に占める割合は増加しており、建設工事における

騒音対策はこれまで以上に重要な問題となっています。 

従来の建設工事騒音対策としては、遮音壁や防音シートの設置が挙げられます。しかし、透過

損失や回折に伴う減衰効果は高周波数帯域の音圧レベル低減には大きな効果がみられるものの、

低周波数帯域においては明らかな効果がみられないのが実状であり、その低周波数帯域での低減

が課題とされていました。 

２．ＴＡＮＣの概要と原理 

低周波数帯域の騒音低減手法としては、対象とする騒音に逆位相の音を掛け合わせることによ

って原音（騒音）をキャンセル消音するアクティブ騒音制御（ＡＮＣ）が知られています（図１）。

当社はこのＡＮＣ技術に着目し、独自の方法で建設機械のエンジンマフラー騒音を低減すること

に成功しました。戸田建設アクティブ騒音制御技術（ＴＡＮＣ）（写真２）とは、①騒音源、すな

わち、マフラーの近傍に設置したマイクによって騒音を感知し、②制御装置によって感知した騒

音と逆位相の音を生成させ、③マフラー近傍に設置したスピーカーから逆位相の音を放出すこと

によって騒音を低減するというもので、２次音源が騒音源の近傍に位置するため、騒音源を中心
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写真１ 「発電機ＴＡＮＣ（タンク）」の設置状況 
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としたあらゆる方向において騒音低減効果が得られます。また、従来の建設工事騒音対策と組み

合わせることで広帯域の騒音低減効果が得られることを確認しています。 

本技術は既に掘削機の騒音低減対策として数多くの建設現場で使用されています。実用化に至

るまでの工夫とその後の実績が認められ、土木学会環境賞（平成２２年度）、日本騒音制御工学会

環境デザイン賞（平成２３年度）、日本音響学会技術開発賞（平成２４年度）を受賞しました。 

３．「発電機ＴＡＮＣ」での特徴 

今回の「発電機ＴＡＮＣ」では、以下のような工夫がされています。 

① 発電機に適した装置の配置

② 内部制御スペックの変更

③ 発電機に設置する架台の製作

これまでの掘削重機に使用したＴＡＮＣは騒音源と２次音源スピーカの指向性を考慮し、スピ

ーカとエンジンマフラーの向きを同一としていました。この方法は横向きのエンジンマフラーを

有する建設機械に対しては有効でしたが、発電機等にみられる上向きのエンジンマフラーには雨

や埃の対策上、使用することが出来ませんでした。今回の改良では、向かい合う２つのスピーカ

を水平、かつ、一定距離に保つ架台を用いることで、適用対象の拡大、騒音低減効果の向上、設

置の簡略化を実現しました。 

図１ ＡＮＣのイメージ 

写真２ 掘削機に設置したＴＡＮＣ（タンク） 


